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B.C.Gワ クチ ン接 種 後 の ツベル ク リン反應 の推移

豫防徳生研究所結核部

柳 澤 謙

ザ 緒 論 漣'い 、定期検査時 ツ《きルクリン反慮が陽性でないもザ

結核の豫防数果の存否 を知 る最 も簡輩な、しか のには直ちvaB.C.Gワ クチンの接種を行つた。別

も正確な方法はツベルク リン反慮の陰陽によつて に研究封象集團の一部 にはB・c・Gワ クチン撫 重

き晦る芳法であることは』搬 に認められていると 後1ヵ 月又は3ヵ 月に臨時にツA""2Yクyン 反磨の

とろである。 桧査をした。

私達はB.C・G・ ワクチ ン接種の敷果が どれほ ど3.成 績

持績するかを詳かにし、 それによつてB・C・Gワ 初回冤疫後のツA・・.・bクリン反磨の推移は第1表

クチンによる追加冤疫の問 隔 を決めようと試み に示す通 りである。

た。'.、.初 同冤疫の揚合 も、追加冤疫の場合 もB・C・Gワ

以下述べる研究は昭和16年 秋から開始した も クチン接種後6ヵ 月以上経過後、ツペルクリン反,

のの一部である。 慮が陽性たならないものはその後において ワクチ

2研 究方法 ンのために陽性に轄化することは極めて少籔なの

(a)甥 象集團:薪 潟縣中頸城郡内小學校及び で、ワクチン接種後6カ 月経過においてラ 《書ルク

中學校各6力 校の生徒の うち、ツベルク リン反磨 リン反鷹陰性又は疑陽性で更に埠加冤疫のため・

陰性交は疑陽性のもの約3,000名 を研究の封象と ワクチンを接種したものはワクチン接種をしなけ
セ

して選 ん だ 。 夢.、 れ ば爾 後 ツベ ル ク リ ン反 態 は陽 性 とな らな い もの

(b)B。C.Gワ ク チ ンの接 種 方 法;財 團 法 人結 と し て取 扱 つ て い る。

核豫 防 會結 核 研 究 所 製 の 液 歌 ワク チ ンで1ccの 第1表 で 明 らか な よ うに 、初 め てBC.Gワ ク

α5%ゲ ラチ ン加 生 理 的 食 歴 水 中B.C.Gα4血9を チ ンの接 種 を受 け た も の で は 採 種 後1ヵ 月で は

鮪 した ものO.iccを 左 側 又 は 右 側 の上 麟 側,7乳3%騰 し・3"nで は85・ ・%で 最 高 値 を示

皮 内 に接 種 しk6し 、 その 後 は次 第 に 陽 擦 蓉が 低 下 し・6ヵ 月 で は

禰 酸 のee合SUt力 晩 疫 の 場 合 胴 様 の接 種83・ ・%,・ 力年 で は52・ ・%・EPち 接 種 後1ヵ 年 で

方法 に よつ た。 ・.は 約 孚 藪 しか ツ・ぐル ク リン反 慮 の陽 性 者 が な く・

(c)ツ ベ〃 リ坂 職 査方法2仰 後には22・・%、3力 年には …7%・4力 年

財團法人結核豫防會結核研究所製2000倍 稀繹 には5・2%、4・5年 では&4%の 最低値を示し・

ツペルク リンO.lccを 主として左側前縛屈側皮 それ以後はまfe漸檜 して接種後7ヵ 年では7・6%'

内に注射 し、注射後48時 聞鯛定に蕊いて、畿赤 を示す◎

の矯 さ10㎜ 以 とを陽性 とした。 次に禰 冤疫後約6ヵ 晦 の間隔で髄 さitk

(d)ツ ー・、7・クリ取 職 査の間隔と渤 ロ冤疫 ・7-・・79]リ 坂 慮が陰性か・叉は疑陽性で・更に

の時期 .B・c・Gワ ク チ ンの追 加 冤 疫 を1回 琴 け てか らの ッ

定 期 のN7-・・ノ・ク リン反 鰍 査 晦 年春(4月 中 一・・7Yク リン購 陽 弊 の 推移 は第2表 に示 した よ

旬一一5月 中旬)秋(10月 下ca--11月 中旬)二 同行 うで あ る。 即 ち ・追 加 冤 疫 を受 け て か ら1ヵ 月 で

《
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1'既 に97・8%の 陽 韓率 を示 し、3カ 月 後 、6力 丹
も 　

緩 は 略 々 同様 で それ ぞれ[99.3%、9&8%の 高 率

を持 績 す るが 、1力 年 後 には61.3%に 低 下 し、

2力 年 後 には2&3%、3力 年 後 に は9.3%、4力

年 後 に は68%、'5力 年 で は最 低 値 の3.2%を 示

じ、 それ よ りまた や 玉漸 増 して6ヵ 年 で は5.5%

とな る。
勤.灘 ボ

第1表 一 周 接 種 後 の ツ ベ ル ク リン反 懸 陽 性 率

ワ クチ ン;1c◎ 中B・C・GO・4mgO・1c¢ 皮 内接 種

籍 簸 糊 搬 緻 陽 齢(%)

第3表 きヨ司接 種 後 の ツ ペル ク リン反 慮 陽 性奉

ワ クチ 契:1ce中B・C・GO・4mgα16c皮 丙 接 種
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第2表 二同接種後の ツベル ク リン反鷹 陽性牽
　

ワ ク チ ソ,1cc中B・C・G・OAmgO・1cc皮 内 接 種

講籍例 囎緻 穆齢%)

第4表 四 周 接 種 後 の ツ ペル ク リ ン反 鷹 陽 性牽

ワク チ ソ:1cc中?h(」 ・GO.4mg
,.O.1・ ・ 皮 丙 接 種
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衡 第6表 五同 接 種 後 の ツベル ク リ ン反 謹 陽 性 率
sc

.ワ ク チ ソ:1cc中B・C・GO,4m90・1c。 皮 内接 種瀦

身

雛 肇警例 囎慧 膓 騰%)
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第6表 六 同 接 種 後 の ツ ペル ク リソ反 懸 陽 性 牽

ワ クチ ン:lcc中B・C・e.0.4m90.ヱcc皮 内接 種

諜 響倒 蘇籔 傷藤万
1
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轟り
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り
劇

月
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カ

翻
怨1ψ1

繋

96。3

99.9

93.7,

75.0

53。9

29.0

。 第7表 七周 接 種 後 め ツ ペル ク リソ反 鷹 陽 性 率

ワクチ ソ:lce中B・C・G・O・4m90・1c◎ 皮 丙 接 種

墨 欝 倒 囎 緻 陽騰%)一
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、第8表 八同 乃 至 十 四同 接 種 後 の ツ ベル ク リ

ソ反懸 陽穫 奉 ・

ワ クチ ン:1cc中B,C.GO.4mgO・1ce皮 内 接 種

鱗 籍 網 被儲 敷 酸 齢(%)

れ ども、接種後ユカ年ではかな りの 低 下 が み ら

れ、2回 接種の場合は6L3%、3同 接種の場合は

63.6%、4同 接種の揚合は68・1%、5同 接種の揚

合 は70.8".6同 接 種 の 場 合 は75.0%、7回 接 種

の揚 合 は75..6%、8回 一14同 接 種4)揚 合 は83・4%

で あ る。 しか しなが ら接 種 同藪 を重 ね る に つれ て

陽 性 率 の低 下 の 少 い こ とが 明 らか で あ る。 同檬 な

傾 向 は接 種 後2か 年 、3力 年 の陽 性 牽 に おV・て も

認 め られ る。 これ を ア メ リカ に お け るRosenthal・

(1)の 報 告 、 デ ンマ ー ク に於 け るHolm(2)の 報 告

と比 較 す るに 、 私達 の 成績 に 於 て は ツ〈どル ク リ ン

反 慮 の 陽 性 の持 綾 性が 爾者 に 比 す べ く もな く短 い

こ とが 明 らか で あ る◎ 比 較 の た め 、 こ こに 爾 氏 の

成 績 表 を掲 げ る と第9表 及 び第10表 の よ うで あ

る。 この よ うな 大 きな 差 異 は 實 験 誤 差 と考 え るわ

け 腰 は いか な い◎ その 第 一 の 原 因 は ウク チ ン製 造

に用いられたB.C.G株 の発疫元ぜ1こ の冤疫元

性はこれ迄の研究によれば菌株の毒力と4s行する

ヱ
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788
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l,283
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チ

更 に 追加 発 疫2回 以 後 の ツ〈eルク リン反 磨 の陽

韓 率 は第3表 か ら第8表 ま で に 示 二した通 りで あ

る。 。

'4
.総 括 及 び考 察

以上 述 べ た7力 年 聞の 研 究 成績 か ら次 の ご とが

考 え られ る。.

(1)9C・Gワ ク チ ン(}・1cc1回 皮 内接 種

,(O・1cc中BP.GO・04kmg含 有 の もの)で は 、接 種

後1ヵ 月 で77・3%、3ヵ 月で85.1%、6ヵ 月で

83・O%、1力 年 で52.0%、2力 年で221%、3力

年でゾ10.7%、 の ツ〈X'ルク リン反 磨 の陽 性 率 を示 す

.のに謝 して、2同 以上 の ワク チ ン接 種 の揚 合 に は

接 種 後1ヵ 月で す で に100%に 近 い陽 性i率(2同

97.8%、3同98。8%、4同97.3、%5同99・2%、

6同96.3%、71司99・1%、8同 一14同98.3%)

を示 し、 そ の率 は接 種 後6ヵ 月 までは 持 績 す る け

第9表 新 生 見 に 於 け る一IEI接 種 後 の ツ ペ

ル ク リ ソ反 繧 陽 性 牽(デ メ リヵ の

R◎senthal氏 の報 告){
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第10表 デ ンマ ー クに 於 け る一一回 接 種 後 の

ッ ベル ク リソ反 塵 陽 性 率(デ ンマ

Nク のHolm氏 の報 告)～

ワ クチ ン:1ec申B・C・GlmgO・lcc皮 内 接 鍾

響 難削 徽 醤 陽 齢(%)
6

1

2

3

4

5

間

年

〃

〃

〃

〃

週

.
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9,039

3,917

1,869

676

230
麟

116
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89。9
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83。0

88。8

ものである◎)に因るものと考えられ る。その第二

の原因はB.C.Gワ クチ ンの製法の差異があげら

れ る。第三の原因としてツ・ぐルク リン反慮検査方

法の差異が一慮考えられなけれぱならない。接種

方法の差異、接種菌量の差異なども考えられない

課ではない♂れ ども、これ迄の私達の研究ではそ

の間の差異が もたらすツたルク リン反慮陽輔率に

及ぼす差異は只今論 じているほど大きヤ・ものでは

ない。

ツ〈$ルク リン反慮の槍査方法に關する彼我の相 ,

違 は大 きい。彼等は標準蕾ツ〈きルク リン1mg叉 は

この力便に相當するP.ED(精 製ッベルク リン、

PurifiedProteinDerivertive)を 皮内注射 して、

注射後48時 聞における浮腫の大 きさ5mm以 上

を陽性 とする。 この方法による陽性牽がわが國の

現在一般に行われているツ〈ごル条リ≧反慮の陽性

率 と大きな開 きがあるか どうかは詳かにすること

は出來ない。なんとなれば彼等の稽する標準 ソペ

ルク リンとわが國のそれを比較することが出來な

いか らである。わが國の標準薔 ソペ ル クリンの

1mgの 皮内注射(こ れは100倍 稀繹液のO・1cc

皮 内注射に相當する)で 彼等の判定基準によつて

實施 した ツ〈ごルク リン反慮陽牲率 と、わが國の現

在一般に行われている2000倍 稀繹液 α1cc皮 内"

注射、直径10mm以 上の畿赤を陽性 とする方法に

よる陽性率 との聞には大 した差異のないことを私

達は確めているので、標準 ツ{でルク リンの力便が

彼我において多少の差異はあつたに して も、それ

によつてツ〈きルク リン陽性牽に只今論ぜ られてい

るほどの差異はもた らされな い もの と考えられ

る。

吹にRαGワ クチンの製法の問題で'bる が、こ

れ も文獄上で比較 したのでは殆んど差が見 られな

v、o

吹にRαGワ クチンの製造に用いられ る菌株の

問題であるが、文厭によれば彼等はB.C.GO.lmg

程肇の人髄皮内接種で、接種部位に膿潰瘍をつ く

〆 るばか りでなく、淋巴腺の腫脹、更にその軟化、、

排膿 を見ることざえ もあるどいつている。私達の

今迄のながい経験では相惣大量菌、帥ち4mg皮 内

又は皮下操種の場合ですら局所淋巴腺の軟化、排

膿などを見たこと琳ないのである。 このような所
◎ 見か ら考察するに

、使用B.C.G株 の毒力が この問

題を鯉決する鍵ではないかと思 う。なお一・面にお

いて、結核菌又はB.B.Gに 封する彼我の感受性の

.差 異の鮎 も考慮せ らるべきであろう。いすれにし
ち

てもアメ リカに於て現在使甫されてV・るB.C.G株

を得て、わが國の もの と比較する要があると思

う。

實際問題 として上記の私達の成績から考えるな

らばB.C.Gワ クチン接種による敷果は接種後1ヵ

年では50%-20%、 接種後2力 年では80%一 一Yo

%漕 失するのであるか らB.C.Gワ クチンによる敷

果 を確實にするには1年 毎にツA・・7uグリン反磨 を

槍査 した上、その陰性者又は疑陽性者には定期接

種を行 うようにすることはいうまで もないことと

,信する。
　

(2)B.C.Gワ クチ ンによる追加冤疫の場合は

初同冤疫の場合に髭 して接種後早期にツベルク リ

ン反磨が陽韓 し、追加冤疫の同を重ねるに伴つて

ツ〈きルクリン反悠陽性持績期間の延長 され ること

は明らかである。 この ことは染谷、川村等(3)も認

めているところである。

(3)B・C・Gワ クチ ン接種後5年 ～7年 位まで

ッ(3ル クリン反慮を追及 した例では(第1表 ～第

3表)シ{ε ルクリン反懸陽性率の最 も低 い黙があ

ることがわかる。師ち、第1表 では接種後4。5年

の3・4%、 第2表 では接種後5年 の&2%、 第3

表では接種後4年 の4.3%で ある。 この ようにツ

ベルクリン反慮の陽性率の最低黙が存すること、

換言すると、この陽性率曲線に谷が あることは ワ

一一4一



ク》 ン接種以外の原因でツーξル〃リン反懸が陽性

になることのあることを示す もの で あ る。 これ

は自然感染によつてで窃 る。從つてこの谷を境に

して二つの山を正しく分析追及す る こ とによつ

てギこの集團の自然感染率を知ることが出來ると

共ecB.c.Gワ ク チyvaよ 狽 の ・7-・・7vク リンrtk

の陽 性 率 曲線 を 悉求 め る ことが 出 來 る◎ 参考 まで

に1曳αGフ ク チ ン接 種 前 の 昭 和16年 秋 に於 け る

この 集 團 の ツ〈yvク リ ン反 慮 陽 性 率 を示 すに 第11

表 の よ うで あ る。

第11表B.C.Gワ クチ ン接i種前 の野 象集團 の

年齢別 ツベル ク リン反鷹 陽性率(昭 和
16年U月 調査)

年ua齢{'被 槍 者籔1陽 性率(%)

84527.4

9■4237♂6翻

10,4418。31

11、4039.4

ユ23989●8

1338811.6

1431612.0

15227'"12の7

1610413。6・

計3績1528儲3
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5.結 論

B.C.Gワ ク チ ン(B(1.GO.04mg含 有)を ツペ ル

クツ ン友 鷹 陰 性 父は疑 陽 性 の小 學校 及 び 申 學校 生

徒 の 皮 内 に接 種 して 、 そ の 後の ツ〈きル ク リン反 慮

陽 性 牽 の 推 移 を見 た成 績 か ら次 の こ とが 結 論 され

る。

(1)1同 接 種 後 の陽 性 傘 は3ヵ 月 で 最 高85・1

%を 示 したが 、その 後漸 減 して1力 年 で は52・0%・

2力 年 で は22・1%で あ る◎ ㌔
が

(2)接 種同藪をか さね るに俘つて早 く高率に

陽韓し、またその持綾期間 も長 や◎ ら

稿を終るに臨み、この研究費の一部は日本學術振興會

及び日本學術會議より援助を仰いだことを銘記し・感謝

の意を表する◎また・本研究實施に當つて妹財團法人結

核豫防會結核研究所部員各位、公衆衛生院徳生微生物學

部各員及び豫防徳生研究所結核部各員の大いなる援助に

瀕つた。ここに衷心より深謝する次第である。
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結核菌の定量培養に就いて

(其 の五)實 験 的結核症の天竺鼠臓器よりの結核菌 の定量培養 ……(2)

箋

財團法入結核豫防會結核研究所(所長 隈部英雄)

(指導 柳 澤 謙)

小 川 辰 次 大 島 登 輝 夫 鳴 海 吾 郎

1・ 緒 論 。 接種菌の毒力の如何によつて、ひき起 される實

我 々は前報告(1)にぴきつづ裕て、實験的結核症 験的結核症の擦 も異な り、随つて、臓器中の結核
ズ

の天竺鼠の臓器 よりの、結核菌の定量屠養の成績 菌籔にも相違をきたす ことは、考えられるところ

を報告 し、大方の参考に供 しfebeで ある。第1表 中、柴野、柴田、近藤の三株は、

II・ 費 験 方 法 喀痩 より分離 して孚年足らすの菌株であり、F株、

前報告と全 く同様である。 、 陸F株 は長期間に亙って保存 された菌株である。
III.貿 験 成 績(1)(2)(3)の 實験は、 これ を同時に施行 し

(1)接 種菌の毒力と結核egvaた ものではないし、麟 方法 も、(1)(2)と(3)
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